
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　指針を駆動する指針駆動系と、前記指針駆動系を制御する制御回路と、外部から時刻コ
ードを受信する時刻コード受信系とを備え、前記制御回路は、前記時刻コードに基づいて
前記指針が表示する時刻を自動修正する自動修正時計において、
　前記指針駆動系の制御に伴って時刻をカウントするカウンタと、前記指針の位置を検出
する位置センサとを備え、前記制御回路は、当該自動修正時計の通常運針時に、前記カウ
ンタの時刻と、前記位置センサで検出された前記指針の位置とを照合し、それらが不一致
の場合、前記制御回路は、前記指針駆動系の制御を以って前記指針の位置を修正するもの
であり、
　前記指針駆動系としては、第１ステッピングモータにて秒針を駆動する秒針駆動系と、
第２ステッピングモータにて時分針を駆動する時分針駆動系とを備え、前記位置センサは
、前記秒針駆動系に第１透光部、前記時分針駆動系に第２透光部を設けるとともに、前記
第１透光部及び前記第２透光部が重なる位置に、発光素子及び受光素子を配置してなり、
前記第１ステッピングモータの６０秒毎の基本ステップ数をＸ、前記第２ステッピングモ
ータの６０秒毎の基本ステップ数をＹとするとき、Ｘ，Ｙはそれぞれ自然数であり、更に
ａ，ｂをそれぞれ自然数とするとき、これらは、Ｘ＝ａ・Ｙ、Ｙ＝６０／ｂの関係にあり
、
　当該自動修正時計は、前記通常運針時に前記受光素子の出力パターンから前記秒針及び
前記時分針の一方の位置ずれを検出し、
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前記秒針の位置ずれを検出したときは前記時分針



の位置ずれをそ
れぞれ自動的に修正することができるようにしたことを特徴とする自動修正時計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、指針を駆動する指針駆動系と、指針駆動系を制御する制御回路と、外部から時
刻コードを受信する時刻コード受信系とを備え、制御回路は、時刻コードに基づいて指針
が表示する時刻を自動修正する自動修正時計に関する。
【０００２】
【従来の技術】
表示時刻を自動修正する自動修正時計としては、標準時刻電波を受信し、その時刻コード
に基づいて時刻を修正する電波修正時計が知られている。
【０００３】
この種の自動修正時計は、例えば、特開平６－２２２１６４号、特開平６－２５８４６２
号、特開平６－２８９１５６号、特開２０００－１６２３３９号等にも記載されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、前述した自動修正時計については、秒単位で正確な表示がなされるという信頼
性が重要である。
【０００５】
しかしながら、指針を駆動するアナログ時計の場合は、例えば針摺れや振動の影響等、な
んらかの調子で指針の送りにミスが生じると、このミスが解消されずに継続され、時刻コ
ードを受信しても、これを正確に表示できなくなるという不都合がある。
【０００６】
つまり、表示時刻の判断は、指針の位置を初期設定した後は、指針駆動系の制御に依存し
ており、指針の送りミスによると、これを認識し得ないことから、表示時刻には誤りが生
じる。
【０００７】
特に、指針の位置の初期設定がなされないまま長期間使用する場合は、そのような送りミ
スが累積してしまうという虞もある。
【０００８】
そこで本発明は、このような問題に鑑み、指針が実際に表示する時刻について誤りがない
かを監視することができる自動修正時計を提供することを目的としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本願第 1請求項に記載した発明は、指針を駆動する指針駆動系と、前記指針駆動系を制
御する制御回路と、外部から時刻コードを受信する時刻コード受信系とを備え、前記制御
回路は、前記時刻コードに基づいて前記指針が表示する時刻を自動修正する自動修正時計
において、
　前記指針駆動系の制御に伴って時刻をカウントするカウンタと、前記指針の位置を検出
する位置センサとを備え、前記制御回路は、当該自動修正時計の通常運針時に、前記カウ
ンタの時刻と、前記位置センサで検出された前記指針の位置とを照合し、それらが不一致
の場合、前記制御回路は、前記指針駆動系の制御を以って前記指針の位置を修正するもの
であり、前記指針駆動系としては、第１ステッピングモータにて秒針を駆動する秒針駆動
系と、第２ステッピングモータにて時分針を駆動する時分針駆動系とを備え、前記位置セ
ンサは、前記秒針駆動系に第１透光部、前記時分針駆動系に第２透光部を設けるとともに
、前記第１透光部及び前記第２透光部が重なる位置に、発光素子及び受光素子を配置して
なり、前記第１ステッピングモータの６０秒毎の基本ステップ数をＸ、前記第２ステッピ
ングモータの６０秒毎の基本ステップ数をＹとするとき、Ｘ，Ｙはそれぞれ自然数であり
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、更にａ，ｂをそれぞれ自然数とするとき、これらは、Ｘ＝ａ・Ｙ、Ｙ＝６０／ｂの関係
にあり、当該自動修正時計は、前記通常運針時に前記受光素子の出力パターンから前記秒
針及び前記時分針の一方の位置ずれを検出し、

の位置ず
れをそれぞれ自動的に修正することができるようにした構成の自動修正時計である。
【００１０】
　すなわち、なんらかの調子で指針の送りにミスが生じた場合には、これを速やかに発見

時刻表示の信頼性が向上される。
【００１２】
　 前記第１ステッピングモータの６０秒毎の基本ステップ数をＸ、前記第２ステッ
ピングモータの６０秒毎の基本ステップ数をＹとするとき、Ｘ，Ｙはそれぞれ自然数であ
り、更にａ，ｂをそれぞれ自然数とするとき、これらは、Ｘ＝ａ・Ｙ Ｙ＝６０／ｂの関
係にある 指針たる秒針及び時分針の位置は、効率よく検出される。
【００１３】
すなわち、第１ステッピングモータは、第２ステッピングモータが１回ステップする間に
ａ回ステップし、第２ステッピングモータは、１分間にｂ回ステップする。従って、秒針
駆動系及び時分針駆動系の動きは、極めて規則的に関連付けられるので、第１透光部及び
第２透光部は、効率よく設定される。
【００１４】
特に本発明は、第１透光部及び第２透光部に対して一対の発光素子及び受光素子を設けて
おり、各透光部に対してそれぞれ異なる発光素子及び受光素子を設ける必要はない。
【００１５】
尚ここで、Ｘ，Ｙの実用的な値は、例えばＸが６０であり、Ｙが６である。
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の具体例を図面に基づいて詳細に説明する。
【００１６】
図１乃至図１６に示す本例の自動修正時計１は、秒針及び時分針をそれぞれ駆動する秒針
駆動系１００及び時分針駆動系２００と、秒針駆動系１００及び時分針駆動系２００をそ
れぞれ制御する制御回路３００と、外部から時刻コードを受信する時刻コード受信系４０
０とを備え、制御回路３００は、時刻コードに基づいて秒針及び時分針が表示する時刻を
自動修正するアナログ時計である。
【００１７】
また、かかる自動修正時計１は、秒針駆動系１００の制御に伴って秒に関する時刻をカウ
ントする秒カウンタ１０１と、時分針の制御に伴って時分に関する時刻をカウントする時
分カウンタ２０１と、秒針及び時分針の位置を検出する位置センサ５００とを備え、制御
回路３００は、当該自動修正時計１の通常運針時に、秒カウンタ１０１及び時分カウンタ
２０１の時刻と、位置センサ５００で検出された秒針及び時分針の位置とを照合するよう
に構成している。
【００１８】
そして、秒カウンタ１０１及び時分カウンタ２０１の時刻と、位置センサ５００で検出さ
れた指針の位置とを照合し、それらが不一致の場合、制御回路３００は、秒針駆動系１０
０及び時分針駆動系２００の制御を以って、秒針及び時分針の位置を修正する。
【００１９】
制御回路３００は、秒針駆動系１００及び時分針駆動系２００の動作を制御するものであ
り、所要のプログラムを格納したＲＯＭ、ＲＡＭを有するマイクロコンピュータにて構成
されている。また、その制御に要する基準クロック信号は、水晶発振器等にて構成された
発振回路６００から出力される。
【００２０】
時刻コード受信系４００は、アンテナ及び増幅器等にて構成されており、時刻コードを含
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む所定周波数の電波を受信する。制御回路３００は、所定の時間間隔で、時刻コード受信
系４００にて受信された時刻コードに基づき、表示時刻を自動修正する。
【００２１】
また、図中の７００は、自動修正時計１のリセットを行う際のリセットスイッチである。
リセットは、後に詳述するように、秒カウンタ１０１、時分カウンタ２０１、秒針、及び
時分針の初期設定を一括して行うことによってなされる。
【００２２】
リセットスイッチ７００は、自動修正時計１が電源を得た際（本例では電池を装着した直
後）、また、秒カウンタ１０１及び時分カウンタ２０１の時刻と秒針及び時分針の位置と
が不一致の際に、制御回路３００によって、強制的に入れられる。尚、このリセットスイ
ッチ７００は、ユーザーが必要に応じて任意に入れることも可能である。
【００２３】
秒針駆動系１００は、制御回路３００が出力するパルスにて駆動される第１ステッピング
モータ１１０と、第１ステッピングモータ１１０のロータ１１１に噛合された５番車１２
０と、５番車１２０に噛合された秒針車１３０とを備え、第１ステッピングモータ１１０
のトルクにて、秒針車１３０に支持された秒針を駆動するものである。
【００２４】
また、時分針駆動系２００は、制御回路３００が出力するパルスにて駆動される第２ステ
ッピングモータ２１０と、第２ステッピングモータ２１０のロータ２１１に噛合された減
速車２２０と、減速車２２０に噛合された３番車２３０と、３番車２３０に噛合された分
針車２４０と、分針車２４０に噛合された日ノ裏車２５０と、日ノ裏車２５０に噛合され
た時針車２６０とを備え、第２ステッピングモータ２１０のトルクにて、分針車２４０に
支持された分針、及び時針車２６０に支持された時針を駆動するものである。図中の２７
０は、日ノ裏車２５０に噛合された針合せカナである。
【００２５】
また、これらの秒針駆動系１００及び時分針駆動系２００は、第１ケース部材８１０、第
２ケース部材８２０、及び中板８３０を組み付けてなるケース８００の内部に支持されて
いる。第１ケース部材８１０は、指針軸を貫通するものであり、中板８３０は、第１ケー
ス部材８１０と第２ケース部材８２０との間に介在されている。
【００２６】
自動修正時計１の通常運針時において、第１ステッピングモータ１１０は、１秒毎にステ
ップし、第２ステッピングモータ２１０は、１０秒毎にステップする。
【００２７】
つまり、第１ステッピングモータ１１０の６０秒毎の基本ステップ数は６０であり、第２
ステッピングモータ２１０の１０倍である。また、第２ステッピングモータの６０秒毎の
基本ステップ数は６であり、６０の約数である。従って、第１ステッピングモータの６０
秒毎の基本ステップ数をＸ、第２ステッピングモータの６０秒毎の基本ステップ数をＹと
するとき、Ｘ，Ｙはそれぞれ自然数であり、更にａ，ｂをそれぞれ自然数とするとき、こ
れらは、
Ｘ＝ａ・Ｙ
Ｙ＝６０／ｂ
の関係が成立する。
【００２８】
また、秒針駆動系１００の５番車１２０は１５秒で１回転し、秒針車１３０は６０秒で１
回転する。時分針駆動系２００の３番車２３０は１０分で１回転し、分針車２４０は６０
分で１回転し、時針車２６０は１２時間で１回転する。
【００２９】
位置センサ５００は、秒針駆動系１００に第１透光部１２１，１３１、時分針駆動系２０
０に第２透光部２３１，２４１，２６１を設けるとともに、第１透光部１２１，１３１及
び第２透光部２３１，２４１，２６１が重なる位置に、発光素子たる発光ダイオード５１
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０及び受光素子たるフォトトランジスタ５２０を配置して構成している。
【００３０】
発光ダイオード５１０は、制御回路３００にて制御され、所定のタイミングで発光する。
フォトトランジスタ５２０は、発光ダイオード５１０の光を電気信号に変換して制御回路
３００へ出力する。
【００３１】
秒針及び時分針の位置は、第１透光部１２１，１３１及び第２透光部２３１，２４１，２
６１の重なりによって生じるフォトトランジスタ５２０の出力パターンにて検出される。
【００３２】
つまり、位置センサ５００は、５番車１２０、秒針車１３０、３番車２３０、分針車２４
０、及び時針車２６０にそれぞれ設けられた第１透光部１２１，１３１及び第２透光部２
３１，２４１，２６１が、発光ダイオード５１０とフォトトランジスタ５２０との間で一
致したときに、これを検出するものである。
【００３３】
また、第１透光部１２１，１３１及び第２透光部２３１，２４１，２６１が一致するとき
の秒針及び時分針の位置は、それらの個数、形状、及び組み合わせ等により、任意に設定
される。
【００３４】
本例の場合、第１透光部１２１，１３１及び第２透光部２３１，２４１，２６１の構成は
、以下の通りである。
【００３５】
５番車１２０には、１２０°の間隔で３個の丸孔状の第１透光部１２１を設けている（図
６参照）。
【００３６】
秒針車１３０には、３０°の間隔で１１個の丸孔状の第１透光部１３１を設けている。第
１透光部１３１の間隔のうち１個所は、６０°となる（図７参照）。
【００３７】
そして、５番車１２０及び秒針車１３０によると、フォトトランジスタ５２０の出力状態
は、秒針が零時を示す位置から第１ステッピングモータ１１０が５回ステップする毎に、
５５ステップ目を除いてＯＮとなる（図８参照）。
【００３８】
一方、３番車２３０には、７２°の間隔で５個の丸孔状の第２透光部２３１を設けている
（図１０参照）。
【００３９】
分針車２４０には、１２０°の範囲に亘る長孔状の第２透光部２４１を１個、６０°の範
囲に亘る長孔状の第２透光部２４１を２個設けている。１２０°の第２透光部２４１に対
し、６０°の第２透光部２４１の一方は３０°の間隔であり、６０°の第２透光部２４１
の他方は６０°の間隔である。更に、６０°の第２透光部２４１の双方は、互いに３０°
の間隔である（図１１参照）。
【００４０】
時針車２６０には、７７．５°の範囲に亘る長孔状の第２透光部２６１を１個、６０°の
範囲に亘る長孔状の第２透光部を１個、９０°の範囲に亘る第２透光部を１個設けている
。７７．５°の第２透光部２６１と６０°の第２透光部２６１とは４５°の間隔であり、
６０°の第２透光部２６１と９０度の第２透光部２６１との間隔は６０°であり、９０度
の第２透光部２６１と７７．５°の第２透光部２６１との間隔は２７．５°である（図１
２参照）。
【００４１】
そして、分針車２４０、及び時針車２６０によると、フォトトランジスタ５２０の出力状
態は、時針が１１時４０分から２時１５分を示す間と、３時４５分から５時４５分を示す
間と、７時４５分から１０時４５分を示す間において、１２時から１時間周期で、２０分
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のＯＮ、５分のＯＦＦ、１０分のＯＮ、５分のＯＦＦ、１０分のＯＮ、１０分のＯＦＦを
順次に繰りかえす（図１３参照）。
【００４２】
更に、３番車２３０によると、フォトトランジスタ５２０の出力状態は、１２時から２分
周期で、１０秒のＯＮと、１分５０秒のＯＦＦとを繰りかえす。
【００４３】
フォトトランジスタ５２０の出力は、５番車１２０、秒針車１３０、３番車２３０、分針
車２４０、及び時針車２６０による出力状態がＯＮの際になされる。
【００４４】
尚、自動修正時計１の通常運針時において、３番車２３０、分針車２４０、及び時針車２
６０による出力状態がＯＮのときには、必然的に、５番車１２０、及び秒針車１３０によ
る出力状態もＯＮとなる。
【００４５】
本例の自動修正時計１は、図１４に示すように、リセットされた後に通常運針を行い、１
２時になると、発光ダイオード５１０を点灯する。ここで、秒針及び時分針の位置が正常
であれば、フォトトランジスタ５２０に出力があり、制御回路３００は、これを確認する
と通常運針を続行する。
【００４６】
仮に、秒針及び時分針の一方又は双方に若干の位置ずれが生じている場合には、フォトト
ランジスタ５２０の出力が得られないので、制御回路３００は、リセットスイッチ７００
を入れることにより、強制的にリセットを行う。
【００４７】
図１５に示すように、リセットについては、まず、発光ダイオード５１０を出力しつつ第
１ステッピングモータ１１０及び第２ステッピングモータ２１０を適宜に同期回転させ、
フォトトランジスタ５２０に出力が得られる位置を探る。ここで、同期回転とは、第１ス
テッピングモータ１１０及び第２ステッピングモータ２１０を、互いに等しい周期でステ
ップさせることを意味する。尚、図１６は、第１ステッピングモータ１１０と第２ステッ
ピングモータ２１０とを同期回転した際の、５番車１２０、秒針車１３０、及び３番車２
３０によるフォトトランジスタ５２０の出力状態を示す説明図である。
【００４８】
次に、フォトトランジスタ５２０に出力が得られたところで、第２ステッピングモータ２
１０を停止し、秒針の帰零を行う。秒針の帰零は、第１ステッピングモータ１１０のみを
駆動しつつ、フォトトランジスタ５２０の出力パターンにより、秒針が零時を示す位置か
ら５５ステップ目を確認することによってなされる。
【００４９】
秒針の帰零が完了すると、時分針を１２時、４時、８時のいずれかに初期設定する。この
初期設定は、第２ステッピングモータのみを駆動しつつ、フォトトランジスタ５２０の出
力パターンにより、時分針が３時４５分、７時４５分、１１時４０分のいずれかを示す位
置を確認することによってなされる。
【００５０】
そして、秒針の帰零と時分針の初期設定が完了すると、発光ダイオード５１０の出力を停
止する。
【００５１】
尚、発光ダイオード５１０の点灯は、第１ステッピングモータ１１０及び第２ステッピン
グモータ２１０の駆動に伴い、間欠的に行ってもよい。このような構成によれば、電力消
費を軽減することができる。
【００５２】
その後、秒カウンタ１０１と時分カウンタ２０１の初期設定、時刻コードの受信、並びに
、秒針の始動と時分針の早送りを行い、通常運針へと移行する。
【００５３】
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このように本例の自動修正時計１は、秒針及び時分針の位置に誤りが生じると、自動的に
リセットがなされるものであり、表示時刻の信頼性は、確実に向上することができる。
【００５４】
また、本例の位置センサ５００は、秒針及び時分針の位置を一対の発光ダイオード５１０
及びフォトトランジスタ５２０にて検出するものであり、自動修正時計１のリセット時及
び通常運針時において用いられる。特に、秒針及び時分針にそれぞれ異なる位置センサを
設ける場合と比較すると、より廉価に構成することができる。
【００５５】
以上説明したように、本例の自動修正時計によると、指針駆動系の制御に伴って時刻をカ
ウントするカウンタと、指針の位置を検出する位置センサとを備え、制御回路は、当該自
動修正時計の通常運針時に、カウンタの時刻と、位置センサで検出された指針の位置とを
照合するので、指針が実際に表示する時刻について誤りがないかを監視することができる
。
【００５６】
すなわち、なんらかの調子で指針の送りにミスが生じた場合には、これを速やかに発見す
ることができ、延いては、表示時刻の信頼性を向上することができる。
【００５７】
更に、本例の自動修正時計によると、カウンタの時刻と、位置センサで検出された指針の
位置とを照合し、それらが不一致の場合、制御回路は、指針駆動系の制御を以って指針の
位置を修正するので、指針の送りにミスが生じても、これを自動的に解消することができ
、表示時刻の信頼性を一層向上することができる。
【００５８】
更に、本例の自動修正時計によると、指針駆動系としては、第１ステッピングモータにて
秒針を駆動する秒針駆動系と、第２ステッピングモータにて時分針を駆動する時分針駆動
系とを備え、位置センサは、秒針駆動系に第１透光部、時分針駆動系に第２透光部を設け
るとともに、第１透光部及び第２透光部が重なる位置に、発光素子及び受光素子を配置し
てなり、第１ステッピングモータの６０秒毎の基本ステップ数をＸ、前記第２ステッピン
グモータの６０秒毎の基本ステップ数をＹとするとき、Ｘ，Ｙはそれぞれ自然数であり、
更にａ，ｂをそれぞれ自然数とするとき、これらは、
Ｘ＝ａ・Ｙ
Ｙ＝６０／ｂ
の関係にあるので、指針たる秒針及び時分針の位置は、効率よく検出することができる。
【００５９】
すなわち、第１ステッピングモータは、第２ステッピングモータが１回ステップする間に
ａ回ステップし、第２ステッピングモータは、１分間にｂ回ステップする。従って、秒針
駆動系及び時分針駆動系の動きは、極めて規則的に関連付けることができ、第１透光部及
び第２透光部は、効率よく設定することができる。
【００６０】
次に、本発明の第２具体例を図１７に基づいて説明する。
【００６１】
同図に示すように、本例の自動修正時計１は、秒針及び指針の一方の位置ずれを、リセッ
トをせずとも自動的に修正するものである。尚、その他の構成は前述した具体例と同様で
あるので、説明は省略する。
【００６２】
本例において、第１透光部１２１，１３１及び第２透光部２３１，２４１，２６１が発光
ダイオード５１０とフォトトランジスタ５２０との間で一致する時間は、第２ステッピン
グモータ２１０が１ステップ早まる毎に１０秒づつ早くなり、１ステップ遅れる毎に１０
秒づづ遅くなる。
【００６３】
従って、本自動修正時計１は、１２時の数１０秒前（本例では１１時５９分３０秒）から
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１０秒毎に発光ダイオード５１０を出力し、フォトトランジスタ５２０の出力が得られた
ところで、１２時に対する進み又は遅れに応じて時分針を遅延又は早送りし、その後、通
常運針に復帰するように構成している。
【００６４】
尚、第２ステッピングモータ２１０を遅延又は早送りする際は、時分針カウンタ２０１で
のカウントはなされない。
【００６５】
また、第２ステッピングモータ２１０の制御については、１～３ステップ遅延又は早送り
する場合を図例したが、或いは、４ステップ以上遅延又は早送りするように構成すること
も可能である。
【００６６】
一方、第１ステッピングモータ１１０が１～４ステップ早まる又は遅れると、フォトトラ
ンジスタ５２０の出力は、全く得られなくなる。
【００６７】
従って、１２時の数１０秒後（本例では１２時００分３０秒）にフォトトランジスタ５２
０の出力が得られない場合には、第２透光部２３１，２４１，２６１が次に一致する時間
（本例では１２時０２分００秒）に、第２ステッピングモータ２１０、すなわち時分針を
一旦停止して、秒針を帰零する。
【００６８】
秒針の帰零が完了すると、時分針の遅れを早送りして解消し、その後、通常運針に復帰す
る。
【００６９】
更に、秒針と時分針との双方が位置ずれしていると、秒針の帰零が不可能であることから
、秒針を２回転させても帰零が完了しない場合は、リセットを実行する。
【００７０】
このように、本例の自動修正時計１は、リセットをせずとも、秒針及び指針の一方におけ
る送りミスを自動的に解消することができるものである。
【００７１】
　本願第 1請求項に記載した発明は、本願第 1請求項に記載した発明は、指針を駆動する指
針駆動系と、前記指針駆動系を制御する制御回路と、外部から時刻コードを受信する時刻
コード受信系とを備え、前記制御回路は、前記時刻コードに基づいて前記指針が表示する
時刻を自動修正する自動修正時計において、
　前記指針駆動系の制御に伴って時刻をカウントするカウンタと、前記指針の位置を検出
する位置センサとを備え、前記制御回路は、当該自動修正時計の通常運針時に、前記カウ
ンタの時刻と、前記位置センサで検出された前記指針の位置とを照合し、それらが不一致
の場合、前記制御回路は、前記指針駆動系の制御を以って前記指針の位置を修正するもの
であり、前記指針駆動系としては、第１ステッピングモータにて秒針を駆動する秒針駆動
系と、第２ステッピングモータにて時分針を駆動する時分針駆動系とを備え、前記位置セ
ンサは、前記秒針駆動系に第１透光部、前記時分針駆動系に第２透光部を設けるとともに
、前記第１透光部及び前記第２透光部が重なる位置に、発光素子及び受光素子を配置して
なり、前記第１ステッピングモータの６０秒毎の基本ステップ数をＸ、前記第２ステッピ
ングモータの６０秒毎の基本ステップ数をＹとするとき、Ｘ，Ｙはそれぞれ自然数であり
、更にａ，ｂをそれぞれ自然数とするとき、これらは、Ｘ＝ａ・Ｙ、Ｙ＝６０／ｂの関係
にあり、当該自動修正時計は、前記通常運針時に前記受光素子の出力パターンから前記秒
針及び前記時分針の一方の位置ずれを検出し、

の位置ず
れをそれぞれ自動的に修正することができるようにした構成の自動修正時計であり、この
ような構成によると、なんらかの調子で指針の送りにミスが生じた場合には、これを速や
かに発見し修正するので、時刻表示の信頼性が向上される。
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前記秒針の位置ずれを検出したときは前記
時分針を修正せずに前記秒針を修正し、前記時分針の位置ずれを検出したときは前記秒針
を修正せずに前記時分針を修正することにより、前記秒針及び前記時分針の一方



【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の具体例に係り、自動修正時計の構成を示す説明図である。
【図２】　本発明の具体例に係り、自動修正時計の内部を示す説明図である。
【図３】　本発明の具体例に係り、自動修正時計を示す側面断面図である。
【図４】　本発明の具体例に係り、自動修正時計の要部を示す側面断面図である。
【図５】　本発明の具体例に係り、秒針駆動系の輪列を示す説明図である。
【図６】　本発明の具体例に係り、５番車を示す正面図である。
【図７】　本発明の具体例に係り、秒針車を示す正面図である。
【図８】　本発明の具体例に係り、位置センサにおける秒針駆動系側の出力状態を示す説
明図である。
【図９】　本発明の具体例に係り、時分針駆動系の輪列を示す説明図である。
【図１０】　本発明の具体例に係り、３番車を示す正面図である。
【図１１】　本発明の具体例に係り、分針車を示す正面図である。
【図１２】　本発明の具体例に係り、時針車を示す正面図である。
【図１３】　本発明の具体例に係り、位置センサにおける時分針駆動系側の出力状態を示
す説明図である。
【図１４】　本発明の具体例に係り、自動修正時計の制御を示すフローチャートである。
【図１５】　本発明の具体例に係り、自動修正時計のリセットを示すフローチャートであ
る。
【図１６】　本発明の具体例に係り、第１ステッピングモータと第２ステッピングモータ
とを同期回転した際の、５番車、秒針車、及び３番車の検出状態を示す説明図である。
【図１７】　本発明の具体例に係り、自動修正時計の制御を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１　　　自動修正時計
１００　　　秒針駆動系
１０１　　　秒カウンタ
１１０　　　第１ステッピングモータ
１１１　　　ロータ
１２０　　　５番車
１２１　　　第１透光部
１３０　　　秒針車
１３１　　　第１透光部
２００　　　時分針駆動系
２０１　　　時分針カウンタ
２１０　　　第２ステッピングモータ
２１１　　　ロータ
２２０　　　減速車
２３０　　　３番車
２３１　　　第２透光部
２４０　　　分針車
２４１　　　第２透光部
２５０　　　日ノ裏車
２６０　　　時針車
２６１　　　第２透光部
２７０　　　針合せカナ
３００　　　制御回路
４００　　　時刻コード受信系
５００　　　位置センサ
５１０　　　発光ダイオード
５２０　　　フォトトランジスタ
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６００　　　発振回路
７００　　　リセットスイッチ
８００　　　ケース
８１０　　　第１ケース部材
８２０　　　第２ケース部材
８３０　　　中板

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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